
　

１
０
０
回
記
念
の
箱
根
駅

伝
予
選
会
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
の
は
近
畿
や
東
海
地

区
な
ど
の
11
チ
ー
ム
を
含

　

東
京
農
大
な
ど
を
運
営
す

る
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

は
、
７
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
、
東
京

農
大
学
長
の
江
口
文
陽︵
ふ

み
お
）
を
理
事
長
に
選
任
、

同
日
付
で
就
任
し
た
。
江
口

学
長
は
、
学
長
就
任
２
年
目

に
し
て
理
事
長
を
兼
務
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

江
口
学
長
兼
理
事
長
は
、

就
任
挨
拶
の
中
で
、
東
京
情

報
大
学
と
東
京
農
大
併
設

�

【
住
友
富
美
】

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学 

新
理
事
長
就
任

奥
多
摩
の
自
然
か
ら
深
ま
る
学
び

江口文陽
学長兼新理事長

　

第
１
０
０
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会
が
10
月
14
日
、東

京
都
立
川
市
で
行
わ
れ
、陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
男
子
が
、
２
０
１
４
年

の
第
90
回
大
会
以
来
の
本
大
会
出
場
を
決
め
た
。▼
４
面
＝
い
ざ
！
箱
根
路

演習林内で安全な実習を行うための説明を聞く学生

む
57
チ
ー
ム
。
本
大
会
出

場
枠
は
例
年
よ
り
３
枠
増

え
13
枠
。
各
チ
ー
ム
10
～

12
人
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

︵
２
１
・
０
９
７
５

キロ
㍍
）
を
走
り
、
上

位
10
人
の
合
計
タ
イ

ム
で
競
っ
た
。

　

東
京
農
大
は
、
総

合
成
績
11
位
に
入

り
、
10
年
ぶ
り
70
回

目
と
な
る
念
願
の
箱

根
出
場
を
決
め
た
。

　

15
キロ
付
近
で
一
気

に
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ

た
の
は
、
前
田
和
摩

さ
ん
︵
経
済
１
年
）

だ
。
日
本
人
ト
ッ
プ
の
１
時

間
１
分
42
秒︵
個
人
９
位
）

で
ゴ
ー
ル
し
た
。
前
田
さ
ん

は
「
今
の
４
年
生
は
監
督
が

代
わ
っ
て
、
チ
ー
ム
立
ち
上

げ
の
最
初
の
代
。
す
ご
く
苦

労
さ
れ
て
い
た
。４
年
生
に

箱
根
を
走
っ
て
ほ
し
い
。
何

と
し
て
も
予
選
会
を
通
過
し

て
、
本
選
は
こ
の
チ
ー
ム
で

勝
負
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
振
り
返
り
、
小
指
監

督
は
「
こ
こ
で
学
生
た
ち
の

泣
く
姿
を
何
年
も
見
て
き

た
の
で
、
結
果
が
出
せ
て
良

か
っ
た
」と
安
堵
の
表
情
を

見
せ
た
。�

【
住
友
富
美
】

　

東
京
農
大
奥
多
摩
演
習
林
は
、

首
都
東
京
西
部
に
位
置
し
、
都
心

か
ら
最
も
近
い
山
岳
公
園
で
あ
る

秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
、
奥
多

摩
町
の
一
部
な
の
だ
。
奥
多
摩
町

の
森
林
面
積
率
、
す
な
わ
ち
町
に

占
め
る
林
野
率
は
90
％
を
超
え
て

い
る
。
高
層
ビ
ル
や
地
下
鉄
道
網

が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
世
界
都
市
東

京
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

　

森
林
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
生

物
多
様
性
の
保
全
、
木
材
や
特
用

林
産
物
︵
き
の
こ
や
山
菜
、
木
の

実
な
ど
）
の
資
源
供
給
を
は
じ
め

と
し
て
、山
岳
斜
面
崩
壊
の
防
止
、

洪
水
の
防
止
、
水
資
源
の
確
保
な

ど
人
間
生
活
、
農
業
と
産
業
の
活

動
、
さ
ら
に
は
河
川
や
海
洋
の
漁

　

私
が
演
習
林
に
最
初
に
訪
れ
た

の
は
、
１
９
８
８
年
の
こ
と
で
あ

る
。
林
学
科
︵
現�

森
林
総
合
科

学
科
）
の
林
産
学
実
習
で
青
梅
線

奥
多
摩
駅
か
ら
演
習
林
中
央
を
目

指
し
て
竹
で
編
ん
だ
野
冊
を
肩
か

ら
掛
け
て
植
物
を
形
態
学
的
分
類

が
可
能
な
大
き
さ
に
採
取
し
、
標

本
作
製
用
に
野
冊
内
の
新
聞
紙
の

間
に
挟
ん
で
急
な
坂
道
を
登
り
降

り
し
て
歩
き
回
っ
た
。
ま
る
で
昨

日
の
出
来
事
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

現
在
の
奥
多
摩
演
習
林
の
施
設

は
、
奥
多
摩
町
氷
川
か
ら
雲
取
山

へ
向
か
う
主
尾
根
の
登
山
道
沿
い

に
面
し
、
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
か
ら
徒

歩
90
分
程
の
場
所
に
あ
る
。
研
修

セ
ン
タ
ー
は
、
院
生
・
学
生
・
教

職
員
お
よ
び
他
大
学
等
の
研
究
者

の
研
究
と
教
育
活
動
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
全
国

か
ら
集
め
た
銘
木
を
適
材
適
所
に

利
用
し
て
日
本
古
来
の
伝
統
的
技

業
資
源
な
ど
多
く
の
こ
と
へ
恩
恵

を
与
え
る
機
能
を
齎
し
て
い
る
。

演
習
林
は
、
多
摩
川
流
域
に
あ
る

法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
資
料
館

は
、「
総
合
農
学
」
の
学
び
の
基
地

と
言
え
よ
う
。
林
地
は
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
植
林

地
と
ミ
ズ
ナ
ラ
、ク
リ
、シ
ラ
カ
バ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
カ
シ
な
ど
か
ら
な
る
天

然
性
の
森
林
で
構
成
さ
れ
る
。

　

森
林
の
し
く
み
や
動
植
物
と
の

関
係
、
森
林
の
育
成
方
法
、
森
林

の
環
境
的
機
能
の
仕
組
み
、
林
道

の
設
計
、
林
業
機
械
に
つ
い
て
実

験
実
習
お
よ
び
研
究
活
動
を
展
開

す
る
演
習
林
は
実
学
主
義
を
体
得

す
る
聖
地
で
あ
る
の
だ
。
演
習
林

で
伐
採
さ
れ
た
木
材
は
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
階
段
や
什
器
な

ど
と
し
て
大
学
施
設
の
環
境
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

持
続
可
能
な
森
林
資
源
利
用
が
更

な
る
学
部
や
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
交

流
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

【
文
・
江
口
文
陽
︵
学
長
）
写
真
・

阿
部
雄
介
】

予選会 11 位 
陸上競技部 長距離ブロック男子陸上競技部 長距離ブロック男子

10年ぶり 箱根復活10年ぶり 箱根復活  

こ
と
か
ら
そ
の
下
流
や
首
都
圏
広

域
平
野
部
の
自
然
を
守
る
た
め
に

も
重
要
だ
。

学長の愛したフィールドの旅　奥多摩演習林篇

都
心
か
ら
も
っ
と
も
近
い

山
岳
公
園
に
広
が
る
生
物
多
様
性
の
保
全
基
地

演
習
林
は
実
学
主
義
を
体
得
す
る
聖
地
だ

校
の
教
育
力
や
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
や
地
域
に
お
け
る
特
色
は

活
か
し
つ
つ
、
部
門
間
交
流

と
連
携
の
強
化
を
図
り
、「
学

生
・
生
徒
・
児
童
が
輝
く
」

教
育︵
研
究
）
環
境
の
整
備

を
推
進
す
る
と
述
べ
た
。

　

他
の
役
員
は
表
の
通
り
。

２０２３年（令和５年）１２月１４日 第０９９号（１）



東
京
農
大
の
研
究
力「
総
合

農
学
」を
発
信
し
約
３
０
０

名
が
聴
講
。

　

第
二
部
で
特
別
講
演
を
し

た
の
は
各
業
界
で
活
躍
す
る

卒
業
生
４
名︵
鈴
木
太
郎
氏
、

秋
元
慈
一
氏
、
新
谷
梨
恵
子

氏
、
柴
田
千
代
氏
）。
在
学
生

と
積
極
的
に
意
見
を
交
わ
し

合
い
、
東
京
農
大
の
未
来
へ

YOSAKOI の演舞（オホーツク） 神輿（厚木）

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
特
別
講
演

ミ
ニ
収
穫
祭
を
楽
し
む
三
代
表
彰
者

記念講演中の
前橋健二教授

卵から生まれる真っ赤なキノコ？

タマゴタケ
卵茸、学名 : 卵茸、学名 : Amanita caesareoidesAmanita caesareoides

キ
ャ
ン
パ
ス
に
響
く

熱
気
と
賑
わ
い

「
農
大
ら
し
さ
」の
継
承
を

第 5弾

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
親

子
三
代
表
彰
17
組
が
盛
大
に

表
彰
さ
れ
母
校
と
親
子
の
絆

を
さ
ら
に
深
め
た
。

　

記
念
講
演
で
は
前
橋
健
二

教
授︵
醸
造
科
学
科
）が
「
お

い
し
さ
と
健
康
を
つ
く
る
発

酵
の
力
と
は
」を
テ
ー
マ
に
、

　

屋
外
の
即
売
会「
ミ
ニ
収

穫
祭
」
に
は
、
卒
業
生
が
営

む
農
家
や
店
舗
、
関
連
団
体

な
ど
25
団
体
が
集
結
。
当
日

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
硬

式
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
の

公
式
戦
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン
・
情
報
学
研
究
室

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
学

生
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

卒
業
生
だ
け
で
な
く
近
隣
地

域
の
方
々
も
多
く
来
校
し
、

「
食
」
と
「
農
」
に
集
う
農
大

フ
ァ
ン
た
ち
は
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
五
感
で
楽
し
み

賑
わ
っ
た
。�

【
寺
谷
広
介
】　

三代表彰 17組

　

11
月
４
日
～
５
日
に
か
け

て
第
24
回
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

収
穫
祭「
豊
か
な
実
り
始
ま

る
宴
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
収
穫
祭

な
ら
で
は
の
サ
ツ
マ
イ
モ
堀

り
体
験
や
牛
の
展
示
と
い
っ

た
体
験
企
画
の
ほ
か
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
展
示
や
模
擬

店
、
そ
し
て
４
学
科
の
学
生

が
制
作
し
た
神
輿
の
練
り

歩
き
な
ど
、
学
生
は
も
と
よ

り
老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し

め
る
魅
力
満
載
の
２
日
間

と
な
っ
た
。２
日
を
通
じ
、

２
万
２
０
６
８
人
の
方
が
来

場
し
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
全

体
が
学
生
と
来
場
者
の
笑
顔

に
溢
れ
、
熱
気
と
活
気
に
包

ま
れ
た
。

　

第
35
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
収
穫

祭
が
10
月
８
日
～
９
日
に
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
統
一

テ
ー
マ
は
、「
開
花
」。
こ
の

テ
ー
マ
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
制
限
が
解
除
さ
れ
、
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、
個
々
の
才
能

を
開
花
さ
せ
、
新
た
な
か
た

ち
の
収
穫
祭
を
つ
く
っ
て
い

　

収
穫
祭
最
終
日
の

11
月
６
日
、
体
育
祭

が
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
。
学
科
対

抗
戦
で
、
玉
入
れ
、

リ
レ
ー
、
綱
引
き
等

で
競
い
合
っ
た
。
本

年
度
優
勝
し
た
の
は

造
園
科
学
科
。

　

中
で
も
圧
巻
だ
っ

こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
豚
の
丸
焼
き
や

鮭
鍋
無
料
配
布
な
ど
オ
ホ
ー

ツ
ク
収
穫
祭
特
有
の
企
画
と

あ
わ
せ
、
近
隣
の
団
体
と
連

携
の
も
と
、
農
大
マ
ル
シ
ェ

も
同
時
開
催
し
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
、

地
域
と
密
着
し
た
収
穫
祭
と

な
っ
た
。�

【
榎
本�

彈
】

た
の
は
応
援
合
戦
。
衣
装
を

揃
え
日
々
練
習
を
重
ね
た
各

学
科
の
演
舞
に
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
た
。

全
競
技
の
最
後
に
は
、
応
援

団
と
相
撲
部
が
音
頭
を
取

り
、
全
学
生
で
青
山
ほ
と
り

を
踊
り
、
皆
の
健
闘
を
た
た

え
合
っ
た
。
東
京
農
大
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
垣
間
見
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。�

【
住
友
富
美
】

大
盛
況
の
即
売
会
会
場（
世
田
谷
）

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
綱
引
き

コロナ制限無く開催、キャンパスに活気
　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
制
限

の
な
い
開
催
は
実
に
４
年
ぶ

り
と
な
っ
た
創
立
１
３
２
年

東
京
農
業
大
学
収
穫
祭
が
11

月
３
日
～
５
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は「
農
の
新
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
、
文
化
学
術
展

や
模
擬
店
・
即
売
店
、ス
テ
ー

ジ
企
画
が
催
さ
れ
、
入
場
者

数
は
９
万
５
５
８
１
人
と
多

く
の
方
が
来
場
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
賑
わ
い
と
活
気

溢
れ
る
３
日
間
と
な
っ
た
。

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
学

生
の
手
作
り
に
よ
る
収
穫
祭

は
、
ま
さ
に
「
実
学
主
義
」

を
体
現
し
、
地
域
の
方
に
も

愛
さ
れ
る
新
た
な
時
代
の
収

穫
祭
と
な
っ
た
。

第24回
厚 木
キャンパス

第35回
北 海 道
オホーツク
キャンパス

創 立
132 年
世 田 谷
キャンパス

　

東
京
農
大
の
卒
業
生
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
迎
え
す
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
。９
月
20
日
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り

に
復
活
し
た
。
第
一
部
は
式
典
・
記
念
講
演
・
全
学
応
援
団
リ
ー

ダ
ー
公
開
、
第
二
部
で
は
、
卒
業
生
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
。

の
懸
け
橋
を
紡
ぐ
時
間
と

な
っ
た
。

　

ま
る
で
卵
か
ら
割
れ
出
る

よ
う
に
生
え
て
く
る
キ
ノ

コ
。
そ
の
名
も
「
タ
マ
ゴ
タ

ケ
」。
江
口
学
長
の
愛
す
る

キ
ノ
コ
で
も
あ
る
。
日
本
全

土
に
生
息
し
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
広
葉
樹
林
や
針
葉
樹
林

に
発
生
す
る
。
写
真
は
今
年

の
10
月
に
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
裏
山
で
撮

影
し
た
も
の
。
見
た
目
は
毒

キ
ノ
コ
と
間
違
わ
れ
が
ち
だ

が
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
美
味
し

い
キ
ノ
コ
で
あ
る
。
学
長
は

リ
ゾ
ッ
ト
や
フ
リ
ッ
タ
ー
に

し
て
食
す
と
美
味
と
の
こ

と
。
ぜ
ひ
お
試
し
を
。�【
文
・

寺
田
守
一
、写
真
・
礒
沼�

玲
】

（２）２０２３年（令和５年）１２月１４日第０９９号



　

11
月
13
日
、
国
際
セ
ン

タ
ー
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き
ん
ど

株
式
会
社
庄
内
支
店
と
と
も

に
地
域
創
成
を
テ
ー
マ
に
し

た
東
京
農
業
大
学
産
学
官
・

地
域
連
携
Ｈ
Ｕ
Ｂ
シ
ン
ポ
ジ

　

９
月
19
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス�

横
井
講
堂
で
令
和

５
年
度「
農
大
貢
献
賞�
及
び�

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
・

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
表
彰

式
」が
行
わ
れ
た
。

　
「
農
大
貢
献
賞
」は
、
東
京

農
大
の
教
育
研
究
に
お
い
て

ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
あ

き
ん
ど
庄
内
支
店
の
前
田
支

店
長
か
ら
航
空
業
界
や
地
域

創
成
の
概
要
説
明
と
庄
内

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
るANA�SHONAI�BLUE�

Ambassador

の
客
室
乗
務

員
４
名
が
各
自
が
携
わ
っ
て

い
る
活
動
の
取
り
組
み
の
事

例
を
発
表
し
た
。
第
二
部
で

は
、
上
岡
副
学
長
が
「
東
京

農
大
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
意
義

　

９
月
30
日
、「
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
学
科�

設
立
25
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
」が
国
際
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
江
口
理
事
長
兼
学

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

創
設
時
か
ら
学
科
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
門
間
敏
幸
名
誉

教
授
が
記
念
講
演
に
登
壇
し

た
。
25
年
間
に
輩
出
し
た
多

く
の
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
の
方
々
と

想
い
出
を
共
有
し
つ
つ
、
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
発
展

に
向
け
決
意
を
新
た
に
す
る

節
目
の
機
会
と
な
っ
た
。

【
鈴
村
源
太
郎︵
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
教
授
】

トークセッション
江口学長（中央右）と大場教育後援会長（中央左）と受賞者

お披露目された新学科旗の下で記念撮影

我が国におけるクマ研究の第一人者
野生動物の研究で国内外で広く活躍

「
産
学
官
・
地
域
連
携
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
産
学
官
・
地
域
連
携
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
の
オ
モ
シ
ロ
イ
を
つ
な
ぐ
」

「
地
域
の
オ
モ
シ
ロ
イ
を
つ
な
ぐ
」

第
3
回 

創
作
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

設
立
25
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

Ａ
Ｎ
Ａ
と
と
も
に
、日
本
の
魅
力
を
発
信

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
メ
ニュ
ー
選
考
・
販
売

四
半
世
紀
を
振
返
り
、
発
展
に
新
た
な
決
意

■
第
２
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン
テ

ス
ト 

応
募
作
品
出
揃
う　

　

東
京
農
大
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン

テ
ス
ト
│
未
来
へ
の
挑
戦
│

は
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
×
東

京
農
大
が
掲
げ
る
「
学
び
の

キ
ー
ワ
ー
ド
」か
ら
、
地
域
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
・
今
か
ら
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
、
広
く
全

国
の
高
校
生
に
募
集
し
た
。

今
回
、
届
い
た
応
募
作
品
は
、

２
０
０
件
以
上
。

　

12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

最
終
審
査
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
最
優

秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作

品
、
特
別
賞
２
作
品
が
選
定

さ
れ
る
。

と
展
開
可
能
性
」に
つ
い
て

講
演
し
た
。
そ
の
後
、
北
海

道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
で
構
成
さ
れ
、
小
麦

の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
一
貫

し
て
行
っ
て
い
る
団
体「
本

気
の
小
麦
屋
さ
ん
」か
ら
の

加
藤
健
人
さ
ん︵
北
農
４
年
）

も
参
加
し
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
と
も
に
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
地
域
創
成
に
留
ま

ら
ず
、
幅
広
い
面
で
互
い
に

協
力
し
、
美
し
い
自
然
や
食

な
ど
日
本
の
魅
力
を
世
界
に

伝
え
て
行
き
た
い
。�

【
礒
沼�

玲
】

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る

「
創
作
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」の
試
食
会
が
、９
月
15
日

に
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
テ
ー
マ

は
、
農
大
生
協
レ
ス
ト
ラ
ン

け
や
き
で
は「
野
菜
も
！�

タ

ン
パ
ク
質
も
！�

一
緒
に
摂

れ
る
丼
」、BunBun

農
大
店

で
は「
こ
れ
ぞ
！�
農
大
バ
ー

ガ
ー�

農
大
ら
し
さ
あ
ふ
れ

BunBun 農大店で販売
『農大根バーガー』

生協レストランけやきで販売
『彩り豊かな鶏肉ガパオ風丼』

　7 年目を迎える「農大貢献賞」。
今年は森林総合科学科の山﨑教授
が受賞。本稿ではその受賞者挨拶
をお届けします。

山﨑晃司教授に聞く

る
調
理
パ
ン
」。
ど
ち
ら
も

食
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
テ
ー
マ

だ
。

　

ア
イ
デ
ア
詰
ま
っ
た
多
く

の
応
募
の
な
か
、
選
ば
れ
た

の
は
、
丼
部
門
で
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
ス
パ
イ
シ
ー
で
タ
ン
パ

ク
質
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
る

『
彩
り
豊
か
な
鶏
肉
ガ
パ
オ

風
丼
』、
バ
ー
ガ
ー
部
門
は
、

だ
し
で
煮
た
大
根
に
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
と
タ
ル
タ
ル
ソ
ー

ス
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙

で
美
味
し
い
『
農
大
根
バ
ー

ガ
ー
』。
ど
ち
ら
も
９
月
28

日
よ
り
期
間
限
定
で
販
売
し

て
い
る
。�

【
菊
池
加
代
子
】

広
く
活
躍
し
、
本
学
の
名
声

を
著
し
く
高
め
る
こ
と
に
貢

献
し
た
教
職
員
に
贈
ら
れ

る
。「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

賞
」・「
ベ
ス
ト

レ
ク
チ
ャ
ー

賞
」
は
、
学
生

の
満
足
度
が
高

く
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
授
業
を

展
開
し
、
本
学

の
教
育
の
質
向

上
に
貢
献
し
た

教
員
に
贈
ら
れ

る
。

　

各
受
賞
者
は

表
の
通
り
。

�

【
住
友
富
美
】

　

こ
の
度
は
思
い
が
け
ず
栄
え
あ

る
賞
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞

理
由
は
、
ク
マ
を
は
じ
め
と
す
る
野

生
動
物
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を

広
く
発
信
し
た
こ
と
と
あ
り
ま
す

が
、
ク
マ
の
よ
う
な
大
型
哺
乳
類
の

研
究
を
た
だ
一
人
で
遂
行
す
る
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
私
は
こ
れ

ま
で
に
数
百
頭
の
ク
マ
を
許
可
を

受
け
て
生
け
捕
り
捕
獲
し
て
、
各
種

試
料
の
採
材
、
生
態
・
生
理
計
測
機

材
の
装
着
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に

ク
マ
研
究

次
世
代
に
繋
ぐ

得
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
一
人
で
抱

え
込
ん
で
し
ま
え
ば
、
時
宜
を
得
て

十
二
分
に
活
か
す
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
何
よ
り
、
そ
れ
で
は
大
き
な

負
担
を
か
け
た
ク
マ
に
面
目
が
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
研
究
は
た

く
さ
ん
の
国
内
外
の
共
同
研
究
者

と
共
に
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

賞
は
、
た
く
さ
ん
の
共
同
研
究
者
を

代
表
し
て
、
私
が
受
け
た
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。
共
同
研
究
者
の
皆
さ

ん
に
も
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
ク
マ
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
森
の
生
態

系
の
頂
点
に
立
つ
ク
マ
の
生
き
ざ

ま
に
迫
っ
て
み
た
い
こ
と
で
す
。
山

中
で
出
会
う
、
漆
黒
の
輝
く
毛
並
み

を
持
つ
ク
マ
の
姿
は
、
本
当
に
美
し

く
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
こ
の
秋
の
報
道
で
皆
さ
ん

ご
存
知
の
よ
う
に
、
人
と
大
き
な
軋

轢
を
起
こ
す
動
物
で
も
あ
り
、
そ
の

ク
マ
の
管
理
や
保
護
に
資
す
る
科

学
的
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
い
と
い

う
思
い
が
研
究
の
も
う
ひ
と
つ
の

動
機
で
す
。
近
年
の
ク
マ
と
人
と
の

軋
轢
増
加
の
背
景
に
は
、
人
に
よ
る

森
林
の
利
用
の
減
少
と
そ
の
結
果

の
広
葉
樹
二
次
林
の
再
生
、
中
山
間

地
域
で
の
過
疎
と
高
齢
化
の
急
速

な
進
行
に
よ
る
ク
マ
へ
の
圧
力
の

低
下
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生

態
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
部
分
で
す
。
も
う
私

に
は
十
分
な
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
社
会
科
学
分
野
の
専
門
家
と
協

働
し
て
の
、
さ
ら
に
大
き
な
視
点
で

の
ク
マ
研
究
を
次
の
世
代
が
実
現

し
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

• 9/12・9/15 薬物防止セミナー（農友会体
  連向け）開催
• 10/9 学生ポータル 注意喚起を掲載
•デジタルサイネージで喚起の動画掲出

薬物乱用の有害性·危険性 ·反社会性
は明らかであり、大学をあげて再発
防止に向けて全力で取り組んで参り
ます。

東京農大薬物防止についての取組み

（３） ２０２３年（令和５年）１２月１４日 第０９９号



い
ざ
！
箱
根
路

「
杜
の
都
駅
伝
」 

11
位

「
富
士
山
女
子
駅
伝
」 

出
場
権
獲
得

14
年
ぶ
り
伊
勢
路

陸上競技部 長距離ブロック男子

陸
上
競
技
部 

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
女
子

　

全
日
本
大
学
駅
伝
を
終

え
、
現
在
チ
ー
ム
は
一
丸

と
な
り
、
箱
根
駅
伝
に
向

け
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
全
日
本
大
学
駅
伝
メ
ン

バ
ー
外
は
記
録
会

に
出
場
し
、
多
数

が
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
。
チ
ー
ム
力

も
向
上
し
選
手
層
に
厚
み

が
増
し
て
き
た
。
12
月
上
旬

に
16
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
、
最

終
的
に
10
名
が
本
選
を
走

る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ー
ム

　

１
区
圓
谷
︵
経
済
２
年
）

が
10
位
で
襷
を
繋
ぐ
と
２
区

前
田︵
経
済
１
年
＝
写
真
＝
）

が
６
人
抜
き
の
区

間
３
位︵
区
間
新
）

の
快
走
を
見
せ
４

位
に
浮
上
。
３
区

原
田
︵
化
学
２
年
）
は
他
校

の
エ
ー
ス
に
引
け
を
取
ら
な

い
走
り
で
快
走
。

　

全
学
応
援
団
の
熱
い
エ
ー

ル
が
続
い
て
い
る
。

　

箱
根
駅
伝
予
選
会
の
ス

タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
地
点
で

は
、
団
員
が
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
で
自
ら
栽
培
し
た
大
根
を

持
ち
「
青
山
ほ
と
り
」
を
披

露
、
選
手
を
鼓
舞
し
た
。
箱

根
駅
伝
本
選
で
も
、
元
旦
に

収
穫
す
る
大
根
を
持
ち
、
応

援
す
る
予
定
だ
。

　

東
京
農
大
の
勝
利
、
発
展

の
為
、
日
々
活
動
し
て
い
る

全
学
応
援
団
。
今
期
団
の
中

心
に
い
た
加
藤
俊
弥
団
長
は

内
の
競
争
も
熾
烈
で
メ
ン

バ
ー
選
び
も
悩
み
そ
う
だ
。

　

今
回
の
箱
根
駅
伝
の
チ
ー

ム
目
標
は『
シ
ー
ド
権
獲
得
』

で
あ
る
。
そ
の
目
標
達
成
に

向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
は
体

調
管
理
を
徹
底
し
、
ベ
ス
ト

メ
ン
バ
ー
を
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
こ
と
。
そ
し
て
ベ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
を
組
む
こ
と
で
あ

る
。

高
槻
︵
経
済
４

年
）、
並
木︵
開
発

４
年
）、
原
田︵
化

学
２
年
）、前
田︵
経
済
１
年
）

の
４
本
柱
を
中
心
に
思
い

切
っ
た
レ
ー
ス
を
し
て
必
ず

目
標
を
達
成
し
た
い
。�

【
監
督�

小
指�

徹
】

４
区
並
木
︵
開
発
４
年
）
は

終
始
安
定
し
た
走
り
で
次
走

者
へ
。
前
半
区
間
終
了
時
で

５
位
シ
ー
ド
圏

内
を
維
持
で
き

た
こ
と
は
箱
根

駅
伝
や
来
年
の

チ
ー
ム
戦
力
を
考
え
る
と
大

き
な
収
穫
と
な
っ
た
。
５
区

以
降
、
後
半
区
間
は
他
校
に

　

10
月
29
日
に
“
杜
の
都
”

仙
台
で
行
わ
れ
た
第
41
回
全

日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
に
、
２
年
連
続
29

回
目
の
出
場
を
果
た
し
、
５

位
以
内
の
シ
ー
ド
権
獲
得
を

目
指
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
襷
を
繋
い
だ
。
今
年
の

　

10
月
27
日
の
一
般
社
団

法
人
日
本
野
球
機
構(

Ｎ
Ｐ

Ｂ)

主
催
の
２
０
２
３
年

「
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
」

で
、
硬
式
野
球
部
の
宮
里
優

吾
投
手
︵
ミ
ヤ
サ
ト�

ユ
ウ

ワ
・
ビ
ジ
ネ
ス
４
年
）
が
、

農
学
科
４
年
生
。
箱
根
駅
伝

往
路
が
団
長
と
し
て
の
最
後

の
務
め
と
な
る
。
新
団
長
含

め
新
幹
部
は
１
月
中
旬
に
発

表
さ
れ
る
。�

【
住
友
富
美
】

　

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
所
属
の
小
山�

直
城�

選
手
が
10
月
15
日
の

「
マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
︵
Ｍ
Ｇ

Ｃ
）」
で
優
勝
。
パ
リ
五
輪

マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
に
内
定

し
た
。
小
山
選
手
は
東
京
農

大
を
平
成
30
年
度
に
卒
業
。

在
学
時
は
醸
造
科
学
科�

酒

類
生
産
科
学
研
究
室
に
所
属

し
研
究
に
努
め
、
文
武
両
道

の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た

と
い
う
。
農
友
会�

陸
上
競

技
部
は
小
山
選
手
の
五
輪
内

定
を
追
い
風
に
、
２
０
２
４

年
1
月
、
10
年
ぶ
り
の
「
箱

根
駅
伝
」本
戦
に
挑
戦
す
る
。

�

【
金
原
俊
明
】

比
べ
力
不
足
で
13
位
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
が
粘
り
強
く

襷
を
繋
い
で
く
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。

夏
は
猛
暑
の
中
、
高
地
で
の

強
化
合
宿
を
４
回
行
い
足
腰

を
強
化
し
大
会
に
備
え
た
。

レ
ー
ス
は
１
区
の
河
野�

花

︵
経
済
１
年
）
が
区
間
７
位

と
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

が
徐
々
に
順
位
を
落
と
し
一

時
12
位
ま
で
後
退
、
５
区
の

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
か
ら
育
成
２
位
指
名
を
受

け
た
。
宮
里
投
手
は
、
最

速
１
５
５
キロ
の
豪
速
球
と

フ
ォ
ー
ク
が
持
ち
味
の
右

腕
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。�

【
住
友
富
美
】

第
１
０
０
回 

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

第
55
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

全
学
応
援
団
「
青
山
ほ
と
り
」
全
国
に
響
く

小
山
選
手
が
パ
リ
五
輪
内
定
！

　

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式

野
球
部
は
、
第
15
回
明
治
神

宮
野
球
大
会
北
海
道
地
区
代

表
決
定
戦
に
お

い
て
、
札
幌
学
生

野
球
連
盟
代
表

の
北
海
学
園
大

学
を
相
手
に
連

勝
で
優
勝
し
、
第

54
回
明
治
神
宮

野
球
大
会
に
３

年
連
続
５
回
目

の
出
場
を
果
た

し
た
。
明
治
神
宮

野
球
大
会
と
は
秋
季
リ
ー

グ
戦
お
よ
び
各
地
区
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
11
大
学
が

出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
秋
の
大
学
日
本
一
を
決

め
る
大
会
で
あ
る
。
初
戦
は

11
月
16
日
に
中
国
・
四
国
三

連
盟
代
表
の
環
太
平
洋
大
学

と
対
戦
し
、
試
合
序
盤
か
ら

流
れ
を
掴
む
こ
と
が
で
き

ず
、
１-

８
で
初
戦
敗
退

と
な
っ
た
。

　

投
手
陣
で
は
エ
ー
ス
石
澤

大
和
︵
自
然
４
年
）
の
好
投

で
中
盤
流
れ
を
作
っ
た
が
、

攻
撃
陣
が
４
回
江
川
輝
琉

亜
︵
自
然
３
年
）
の
３
塁
打

か
ら
の
１
得
点
に
抑
え
ら
れ

た
。
江
川
は
３
安
打
と
打
線

を
牽
引
し
た
が
後
続
が
続
か

な
か
っ
た
。�

�

【
嶋
田
達
郎
】

坂
口
愛
和
︵
健
康
４
年
）
が

区
間
９
位
ま
で
の
快
走
で

シ
ー
ド
権
争
い
ま
で
10
秒
と

迫
る
総
合
９
位
ま
で
順
位
を

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

上
げ
る
が
、
結
果
は
昨
年
と

同
じ
総
合
11
位
で
の
ゴ
ー
ル

と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

12
月
30
日
に
富
士
宮
市
～
富

士
市
で
開
催
さ
れ
る
富
士
山

女
子
駅
伝
へ
の
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

富
士
山
女
子
駅
伝
で
は
再
度

上
位
を
目
指
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。�

【
監
督�

長
田
千
治
】

粘
り
強
く

襷
繋
ぐ

目
標
は

シ
ー
ド
権

弘進ゴムアスリートパーク仙台で笑顔の記念撮影

4年間の集大成として好投した石澤大和投手

世
田
谷

硬
式
野
球
部

　陸上競技部 長距離ブロック男子は、11月5日の「第55
回全日本大学駅伝」に14年ぶりに出場し、総合13位となっ

た。2024年1月2〜3日には「第100回箱根駅伝」に、10年
ぶり70回目の出場を果たす。飛躍し続けている同部の監督を務め
る小指 徹氏が各大会について語った。

「
第
54
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
」

「
北
海
道
地
区
代
表
決
定
戦
」

出
場
優
勝

＼箱根駅伝情報／＼箱根駅伝情報／

2024 年 1月 2 〜 3日2024 年 1月 2 〜 3日
＜往路 2日＞＜往路 2日＞

8時 00分スタート8時 00分スタート
大手町 読売新聞社前大手町 読売新聞社前

13時 30分ゴール13時 30分ゴール
箱根町 芦ノ湖駐車場入口箱根町 芦ノ湖駐車場入口

＜復路 3日＞＜復路 3日＞
8時 00分頃スタート8時 00分頃スタート

箱根町 芦ノ湖駐車場入口箱根町 芦ノ湖駐車場入口
13時 30分頃ゴール13時 30分頃ゴール

大手町 読売新聞社前大手町 読売新聞社前

往路５区間    （107.5Km）往路５区間    （107.5Km）
復路５区間    （109.6Km）復路５区間    （109.6Km）
合計 10 区間（217.1Km）合計 10 区間（217.1Km）
　　　　　　　　　　　　　　
駒澤大 / 中央大 / 青山駒澤大 / 中央大 / 青山
学院大 / 國學院大 / 順学院大 / 國學院大 / 順
天堂大 / 早稲田大 / 法天堂大 / 早稲田大 / 法
政大 / 創価大 / 城西大政大 / 創価大 / 城西大
/ 東洋大 / 大東文化大/ 東洋大 / 大東文化大
/ 明 治 大 / 帝 京 大 / 日/ 明 治 大 / 帝 京 大 / 日
本体育大 / 日本大 / 立本体育大 / 日本大 / 立
教大 / 神奈川大 / 国士教大 / 神奈川大 / 国士
舘大 / 中央学院大 / 東舘大 / 中央学院大 / 東
海大 / 東京農業大 / 駿海大 / 東京農業大 / 駿
河 台 大 / 山 梨 学 院 大河 台 大 / 山 梨 学 院 大

10位までに入った大学10位までに入った大学

コース

出場校数：23校

シード権取得

日時

２０２３年（令和５年）１２月１４日第０９９号 （４）


